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国勢調査（2015年）

高齢化率の推移（H22-H27）

１１１１

鹿 児 島 市 599,814 279,108 320,706 1 24.8 △ 6,032 △ 1.0

鹿 屋 市 103,608 49,555 54,053 3 27.5 △ 1,462 △ 1.4

枕 崎 市 22,046 9,965 12,081 16 36.3 △ 1,592 △ 6.7

阿 久 根 市 21,198 9,922 11,276 17 38.6 △ 1,956 △ 8.4

出 水 市 53,758 24,984 28,774 6 30.5 △ 1,863 △ 3.3

指 宿 市 41,831 19,155 22,676 9 35.2 △ 2,565 △ 5.8

西 之 表 市 15,967 7,550 8,417 18 34.2 △ 984 △ 5.8

垂 水 市 15,520 7,154 8,366 19 38.5 △ 1,728 △ 10.0

薩摩川内市 96,076 45,926 50,150 4 29.5 △ 3,513 △ 3.5

日 置 市 49,249 23,063 26,186 7 31.9 △ 1,573 △ 3.1

(東市来町) 11,704 5,341 6,363 37.3 △ 788 △ 6.3

(伊集院町) 24,593 11,655 12,938 25.5 281 1.2

( 日 吉 町 ) 4,918 2,273 2,645 38.1 △ 383 △ 7.2

( 吹 上 町 ) 8,034 3,794 4,240 39.4 △ 683 △ 7.8

曽 於 市 36,557 16,946 19,611 10 37.5 △ 2,664 △ 6.8

霧 島 市 125,857 59,966 65,891 2 25.3 △ 1,630 △ 1.3

いちき串木野市 29,282 13,609 15,673 14 33.0 △ 1,862 △ 6.0

南さつま市 35,439 16,164 19,275 12 37.4 △ 3,265 △ 8.4

志 布 志 市 31,479 14,775 16,704 13 32.9 △ 1,555 △ 4.7

奄 美 市 43,156 20,261 22,895 8 28.5 △ 2,965 △ 6.4

南 九 州 市 36,352 16,857 19,495 11 36.2 △ 2,713 △ 6.9

伊 佐 市 26,810 12,344 14,466 15 39.0 △ 2,494 △ 8.5

姶 良 市 75,173 35,004 40,169 5 29.1 364 0.5

1,648,177 773,061 875,116 29.4 △ 58,065 △ 3.4
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男

19市の人口動態 目標人口 2060年 ⇒ 40,196人

Ｈ27国勢調査（確定値）
49,249（推計値↑487）
0.99％ 上回る

区　　分 平成22年 平成27年 ﾎﾟｲﾝﾄ
(H27-H22)

薩摩川内市 27.1 29.5 2.4

鹿屋市 24.8 27.5 2.7

奄美市 25.8 28.5 2.7

日置市 29.1 31.9 2.8

霧島市 22.5 25.3 2.8

出水市 27.3 30.5 3.2

姶良市 25.9 29.1 3.2

鹿児島市 21.2 24.8 3.6

いちき串木野市 29.1 33.0 3.9



基本目標①「働いてよし ひおき」

地域産業支援事業 ◎ 創業セミナー 8月28日 17名
◎ 創業塾 9月23日～11月17日 30名

２２２２

所管課：商工観光課

◎ 新規創業

事業所名 創業年月日 地域

オフィスＨＴ合同会社 　 Ｈ28.10 伊集院

一般社団法人　共生会  　Ｈ29.  1 伊集院

ｃａｌｍ 　 Ｈ29.  2 東市来



基本目標①「働いてよし ひおき」

合同企業面談会・企業セミナー
平成２８年９月17日（土）
【合同企業面談会】

３３３３

所管課：企画課

平成２９年２月２４日（金）
【合同企業セミナー】
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採用したい方がいましたか（企業側）

◎ 城西高校 １１人（対前年比 ３人増）

◎ 吹上高校 １４人（対前年比 １１人増）

市内企業への就職者数（平成２９年卒）

対象：高校生

参加者：２８０人

企業：３５社

対象：社会人等

参加者：２０人
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【オリーブ講習会】

基本目標①「働いてよし ひおき」

オリーブ産業プロジェクト

地方創生加速化交付金

地方創生推進交付金

総合戦略の取り組みを加速化
【官民連携・政策官連携など先駆的な事業】
事業概要
① 商品開発支援 ② 地域のブランド化
③ 育成技術の確立 ④ 人材確保

総合戦略の取り組みを深化
【官民連携・政策官連携など先駆的な事業】
事業概要
① 苗木の植樹の加速 ② ホームページ
③ 成分分析（機能性）

【オリーブの新漬け】 ４４４４

所管課：農林水産課

【先進地研修受入】

区分 平成27年度 平成28年度

植栽本数 1,674本 1,102本

月日 団体 視察者数

5月6日 日南市北郷町土地改良区 14

6月14日 地方自治体体験研修 3

7月20日 鹿児島県議会 21

8月19日 姶良市山田校区 25

8月25日 福岡県田川市 4

9月28日 野首地区 20

11月15日 佐賀県みやさき町議会 7

12月1日 社会福祉法人厚生会 20

2月16日 霧島市ふくやま女性の会 25

3月2日 曽於市認定農業者連絡協議会 8



５５５５

ｵﾘｰﾌﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ2016
国際ｵﾘｰﾌﾞｺﾝﾃｽﾄ
において
金賞金賞金賞金賞・・・・銀賞銀賞銀賞銀賞をををを受賞受賞受賞受賞！！！！

【スキンケア シリーズ】

【オリーブオイル】

商品開発



基本目標①「働いてよし ひおき」

特産品ブランド戦略事業 延べ参加者：152人

☆全５回の勉強会を通して、意見、感想☆

ブランディングする際は、お客様
からどう見られたいか、イメージさ
れたいかということが大事だと思っ
た。ターゲットを搾って想像してみる
ことが大事だと思った。

どんな話が聞けるか、毎回楽しみ
に参加させていただきました。日頃
なんとなく感じていることを具体的
にお話しいただいて、わかり易く納
得いくこと、新鮮なこと、たくさんあ
りました。

梅月堂・池田製茶さんのお話が良
かったです。すぐに何ができるか分
かりませんが、今回いろいろなお話
が聞けて勉強になりました。ありが
とうございました。

７月26日～9月20日 全５回

６６６６

所管課：商工観光課

平成29年度



基本目標②「住んでよし ひおき」

マタニティボックス

７７７７

所管課：健康保険課

手渡し 郵送

４/１～３/31 333人 305人 28人

期間 人数
内訳

※ アンケート結果を踏まえ

【改良】

・第1子、第2子以降の２種類
・絵本、食事用ｴﾌﾟﾛﾝ、お母さ
んを癒す化粧品の追加

マタニティボックスにマタニティボックスにマタニティボックスにマタニティボックスに対対対対するするするする御意見御意見御意見御意見、、、、要望要望要望要望等等等等

加加加加えてえてえてえて欲欲欲欲しいしいしいしい物物物物

様々なグッズが入っていて育児が楽しくなり
ました。今後もこのような取組が続いて増えて
いくといい。

３番目の出産でしたが、とても嬉しい内容で
した。初めてのプレゼントでした。ただ、３番目
となると、重なるものも出てくるので、内容が
選べると更にいいかもしれません。

箱が大きくてビックリしましたが、とても嬉し
かったです。

使いやすい物や今まで使っていなかったオ
ムツメーカーなど、使ってみると参考になる物
が多く、とても嬉しかったです。

・絵本 10 ・お尻拭き 7 ・粉ミルク 4 ・
ベビー石鹸 3 ・マザーバック 2 など



基本目標③「訪ねてよし ひおき」

定住促進補助

38世帯 115人
☆対前年度比：10世帯、26人増加☆

８８８８

所管課：企画課
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基本目標②「住んでよし ひおき」

不妊治療助成

産後ケア

９９９９

所管課：健康保険課

◎ 利用者からの要望や利用のしやすさを視点に

・ 平成28年度 自己負担額の軽減

・ 平成29年度 日帰り型サービス導入

◎ 特定不妊特定不妊特定不妊特定不妊治療申請件数

H23 H24 H25 H26 H27 H28

申請延件数（件） 15 22 29 21 55 25

申請実件数（件） 13 14 16 14 29 16

妊娠に至った件数（件） 7 3 7 6 12 5

出生数（人） 4 3 6 6
(多胎１件)

10 2

◎ 一般不妊一般不妊一般不妊一般不妊治療申請件数

H23 H24 H25 H26 H27 H28

申請延件数（件） 13 48 60 53

申請実件数（件） 13 44 53 45

妊娠に至った件数（件） 10 22 26 24

出生数（人） 8 22 25 10

区分 利用者数 利用日数

Ｈ27 4 35

Ｈ28 6 65
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基本目標③「訪ねてよし ひおき」

高齢者見守り

基本目標④「ふれあいあふれるまち ひおき」

三世代同居ﾘﾌｫｰﾑ

10101010

所管課：建設課 所管課：福祉課

区域 件数

東市来 4件

伊集院 6件

日吉 2件

吹上 2件

合計 14件
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企業及び大学との協定

(1) 空き家対策協定 4月4日

日置市内における空き家対策事業について、市への定住促
進や、空家の有効活用を図るために相互に連携・協力すること
で、支援を円滑に行うものとし、もって地域経済の活性化を図る
ことを目的

◎連携及び協力する事項

(1) 空き家対策事業の積極的な活用支援
(2) 空き家対策事業の支援策の紹介
(3) 空き家対策事業支援策として、開催される相談会等の連携協力
(4) 空き家対策事業の支援策を円滑に進めるために必要な事項

(2) クラウドファンディング事業の推進に関する覚書 7月25日

（鹿児島銀行）

クラウドファンディングにより地域の活性化を目的とした事業または企画を実現しようとする個人、団体または
事業所を応援する。

※ クラウドファンディングとは・・・事業または企画を実現するために必要な経費を、インターネットを通じて広く
不特定多数の者から集める資金調達手段のことで、イベントの実施や新商品の開発などの際、事業のＰＲや
ニーズの把握、効率的な資金調達ができるなどの利点があります。

（ＪＡ、鹿銀、南銀、鹿信、鹿相信）

11111111

1 企業



◎連携及び協力する事項

(1) 認知症の正しい理解の促進及び認知症の方の人権等が尊重される
地域づくりの支援

(2) 行政・福祉・介護等の関係機関（者）間の連携強化と支援体制づくり
の支援

(3) 地産品の機能評価を通じ、地域産業の活性化及び雇用創出の支援
(4) 認知症の方が「住みやすい」「住みたい」と思う地域づくりを促進するた

めの活動支援

認知症に対する理解の促進、早期発見・治療への取り組み
及び地域住民の健康寿命を増進し、幸福度の向上、そして地
域産業の活性化を実現していくことにより、認知症の方が安心
して暮らせるようまちづくりの推進に資するため

(4) 認知症の方が安心して暮らせるまちづくり連携協定 8月31日

12121212

（エーザイ㈱）

(3) 企業立地協定 ８月29日

計画規模

建物1,654.91㎡

新規雇用15名

操業予定平成29年９月：第４ラボ

（しまうまﾌﾟﾘﾝﾄｼｽﾃﾑ㈱）



(5) 地域における見守り活動に関する協力協定

（コープかごしま） 9月21日 （㈱セブンイレブン） 3月28日

高齢者や子供たちなど、異変に気付いた場合、速やかに市や関係機関に連絡をして対応を図る。

13131313



◎連携及び協力する事項

(1) まちづくり、地域経済の活性化に関すること
(2) 農林水産業の振興に関すること
(3) 観光の振興に関すること
(4) 国際化に関すること
(5) 健康・福祉の充実に関すること
(6) 教育及び人材の育成に関すること
(7) 学生の市内（県内）定着の促進に関すること
(8) その他、相互に連携及び協力が必要と認められる事項に関すること

(2) 鹿児島大学 11月1日

14141414

包括的な連携のもと、それぞれの資源や機能等の活用を図りながら、幅広い分野で相互に協力し、地域社会の
発展と人材の育成に寄与することを目的

◎連携及び協力する事項

(1) 地域の振興に関すること
(2) 歴史的・文化的資源等の活用に関すること
(3) 観光の振興に関すること
(4) 国際化に関すること
(5) 健康・福祉の充実に関すること
(6) その他両者が協議して必要と認める事項

(1) 鹿児島国際大学 7月11日

２ 大学


